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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
56
号
】む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
を
定

め
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
57
号
】む
つ
市
営
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
於
法
岳
ス
キ
ー
場
の
用
途
を
廃
止

す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
58
・
60
号
】新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て

　
　

大
湊
港
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
に
よ
り
、

緑
地
と
し
て
整
備
す
る
公
有
水
面
埋
立
地
・

護
岸
用
地
と
し
て
整
備
し
た
公
有
水
面
埋
立

地
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
59
・
61
号
】新
た
に
生
じ
た
土
地
の
字
名

に
つ
い
て

　
　

大
湊
港
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
に
よ
り
、

緑
地
と
し
て
整
備
す
る
公
有
水
面
埋
立
地
・

護
岸
用
地
と
し
て
整
備
し
た
公
有
水
面
埋
立

地
を
む
つ
市
大
湊
上
町
に
編
入
す
る
た
め
の

も
の

【
議
案
第
62
号
】財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

株
式
会
社
永
木
精
機
に
対
し
て
、
市
有
地

１
１
６
９
平
方
メ
ー
ト
ル
を
工
事
の
施
工
に

必
要
な
土
地
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
参
酌

し
、
価
格
を
減
じ
て
譲
渡
す
る
も
の

【
議
案
第
63
号
】和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

株
式
会
社
永
木
精
機
へ
売
却
し
た
市
有
地
の

軟
弱
地
盤
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
、
当
該
土

地
に
知
り
得
た
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
解

し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
65
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
下
北
半
島
と
青
森
市

を
結
ぶ
離
島
航
路
の
運
航
に
係
る
補
助
金
お
よ

び
廃
棄
物
の
撤
去
予
定
量
の
増
加
に
伴
う
脇
野

沢
不
法
投
棄
廃
棄
物
撤
去
事
業
費
を
増
額
し
た

ほ
か
、
一
般
社
団
法
人
む
つ
下
北
医
師
会
が
指

定
管
理
者
で
あ
る
む
つ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
決
算
で
確
定
し

た
収
益
的
収
支
に
係
る
赤
字
額
を
補
塡
す
る
た

め
、
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
負
担
金
を
増
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
は

歳
出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、

財
産
収
入
に
は
企
業
誘
致
に
係
る
市
有
地
売

払
収
入
お
よ
び
分
収
造
林
売
払
い
に
係
る
立

木
売
払
収
入
を
、
繰
越
金
に
は
前
年
度
決
算

剰
余
金
を
計
上
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）３
億
１
７
３
８
万
８
千
円

【
議
案
第
76
号
】工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
大
畑

町
魚
市
場
建
設
第
１
期
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
）

・
契
約
の
目
的　
　

大
畑
町
魚
市
場
建
設
第
１
期
工
事

・
契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　
　

２
億
２
１
９
４
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

杉
山
建
設
工
業
株
式
会
社

【
議
案
第
77
・
78
・
79
・
80
号
】定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
締
結
に
つ
い
て（
大
間
町
・
東
通
村
・
風
間

浦
村
・
佐
井
村
）

　
　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
当
た
り
必
要
な
事

項
等
を
定
め
る

た
め
、
大
間
町
・

東
通
村
・
風
間

浦
村
・
佐
井
村

と
そ
れ
ぞ
れ
定

住
自
立
圏
形
成

協
定
を
締
結
す

る
も
の

【
報
告
第
29
・
30
・
31
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の

報
告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

　
　

昨
年
11
月
27
日
に
発
生
し
た
自
動
車
事
故

に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
た
も
の

【
報
告
第
35
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度
む

つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
「
あ
お
も
り
10
市
（
と
し
）大
祭
典
in
む
つ
」関

連
事
業
の
執
行
に
急
を
要
し
た
た
め
、
関
係

予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）　

９
８
４
万
８
０
０
０
円

※
平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
各
会

計
決
算
に
つ
い
て
は
12
・
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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【
議
案
第
56
号
】む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
質
疑　

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
際
の
手
続
き
は

ど
う
な
る
の
か
。

○
答
弁　

通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
住
所
地
の
市
町
村
長
に
紛
失
届
を
提

出
す
る
。
ま
た
、
個
人
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

場
合
は
、
直
ち
に
24
時
間
体
制
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
一
時
停
止
の
処
置
を
と
り
、

そ
の
後
、
住
所
地
の
市
町
村
長
に
紛
失
届
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
議
案
第
62
号
】財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て
（
工

場
建
設
を
計
画
す
る
企
業
に
対
し
て
市
有
地
を
減

額
譲
渡
す
る
た
め
の
も
の
）

○
質
疑　

工
事
の
施
工
に
必
要
な
土
地
の
整
備

に
要
す
る
経
費
を
減
じ
て
譲
渡
す
る
理
由
は
。

○
答
弁　

平
成
５
年
の
造
成
時
か
ら
手
つ
か
ず

の
ま
ま
現
況
は
荒
れ
た
状
態
で
、
土
地
の
一

部
は
勾
配
斜
面
の
た
め
改
良
工
事
等
の
手
直

し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
場
建
設
の

た
め
に
必
要
な
土
地
の
整
備
に
要
す
る
経
費

を
参
酌
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

【
議
案
第
63
号
】和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て

○
質
疑　

当
該
土
地
に
知
り
得
た
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

○
答
弁　

市
の
誘
致
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
永

木
精
機
が
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
後
の
平

成
27
年
５
月
25
日
に
、
同
社
か
ら
建
設
予
定

地
内
の
一
部
に
軟
弱
地
盤
箇
所
が
存
在
し
工

場
の
建
設
に
支
障
を
来
す
た
め
、
軟
弱
地
盤

の
改
良
工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　
　

譲
渡
し
た
土
地
の
一
部
が
「
軟
弱
地
盤
で
あ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
３
月
に
用
地
造
成

事
業
会
計
が
廃
止
さ
れ
一
般
会
計
に
引
き
継
い
だ

際
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
担
当
課
で
も

そ
の
よ
う
な
存
在
・
事
実
を
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
申
し
出
後
に
関
係
資
料
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
昭
和
60
年
５
月
の
調
査
報
告
書
に
お
い
て
土
地

の
一
部
に
軟
弱
地
盤
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　

本
来
、
市
の
事
務
引
継
ぎ
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
た
な
ら
、
軟
弱
地
盤
対
策
を
し
っ
か

り
講
じ
た
上
で
譲
渡
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
追
加
で
実
施
す
る
軟
弱
地
盤
の

改
良
工
事
経
費
相
当
額
を
同
社
に
対
し
て
支

払
う
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
65
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

○
質
疑　

離
島
航
路
運
航
維
持
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
、
県
か
ら
の
補
助
金
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
の
に
市
か
ら
会
社
へ
の
補
助
金
が
大
幅
に

増
額
し
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、
利
用
者
を
増

や
す
経
営
努
力
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
航
路

の
利
用
者
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

離
島
航
路
補
助
に
つ
い
て
は
、
国
、
む

つ
市
、
佐
井
村
で
欠
損
額
全
額
を
補
填
す
る
仕

組
み
で
、
今
回
は
船
舶
定
期
検
査
に
伴
う
修
繕

費
が
多
額
と
な
っ
た
た
め
市
の
負
担
が
増
額
と

な
っ
た
。
県
で
は
市
と
村
の
支
出
額
の
２
分
の

１
ま
た
は
、
船
体
維
持
費
の
２
分
の
１
の
ど
ち

ら
か
低
い
額
を
市
、
村
に
補
助
し
て
お
り
、
欠

損
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
県
の
支
援
は
ほ
ぼ

一
定
な
の
に
対
し
、
欠
損
額
が
増
え
れ
ば
市
、

村
の
支
出
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

利
用
者
数
は
平
成
24
年
度
が
１
万
２
６
３
０

人
、
25
年
度
が
１
万
２
１
９
１
人
、
26
年
度
が

１
万
３
０
９
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
77
号
】定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
に

つ
い
て（
大
間
町
）

○
質
疑　

協
定
に
掲
げ
て
い
る
事
業
で
定
住
自

立
圏
と
し
て
新
た
に
取
り
組
む
事
業
は
何
か
。

○
答
弁　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
例
え
ば
在

宅
当
番
医
制
度
が
あ
る
。
初
期
医
療
体
制
の
充

実
の
た
め
休
日
・
夜
間
の
救
急
患
者
の
治
療
に

あ
た
る
こ
と
を
目
的
に
、
む
つ
下
北
医
師
会
に

委
託
し
て
い
る
が
、
圏
域
町
村
の
住
民
の
受
診

に
広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
市
町
村
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
事
業
の
企
画
、
実
施
に
つ
い
て
も
、

地
域
を
け
ん
引
す
る
人
材
を
確
保
し
育
成
す

る
観
点
か
ら
圏
域
内
に
お
い
て
取
り
組
む
。

【
報
告
第
29
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
）

○
質
疑　

職
員
に
対
す
る
安
全
対
策
、
安
全
指

導
お
よ
び
安
全
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

公
用
自
動
車
の
運
転
に
際
し
て
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
全
職
員
に
対
し
、
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
向
上
に
関
し
て
注
意
喚
起

を
促
し
、
ま
た
、
若
手
職
員
に
は
、
む
つ
地

区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
が
主
催
す
る
若
手

ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
研
修
を
受
講
さ
せ
、

新
採
用
者
研
修
で
も
交
通
安
全
意
識
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
が
、
毎
年
数
件
の
公
用
自
動

車
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　
　

今
後
に
お
い
て
も
、
管
理
職
職
員
に
よ
る
職

員
へ
の
指
導
監
督
な
ど
、
常
に
交
通
安
全
を
意

識
し
、
安
全
運
転
に
万
全
を
期
す
よ
う
注
意
を

促
す
と
と
も
に
、
職
員
へ
の
安
全
講
習
等
の
充

実
を
図
り
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

【
報
告
第
35
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

○
質
疑　

あ
お
も
り
10
市
大
祭
典
in
む
つ
に
対

す
る
補
正
額
９
８
４
万
８
０
０
０
円
の
内
訳

に
つ
い
て
。

○
答
弁　

報
償
費
と
し
て
、
田
名
部
祭
り
、
お
し

ま
こ
流
し
踊
り
、
大
湊
ま
つ
り
、
大
湊
ネ
ブ
タ

に
対
す
る
謝
金
３
７
７
万
円
。
需
用
費
と
し
て

市
独
自
に
準
備
す
る
消
耗
品
に
20
万
円
。
委
託

料
と
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
経
費
や
駐
車
場

警
備
に
関
す
る
経
費
、
田
名
部
祭
り
五
町
の
用

具
保
管
場
所
設
営
経
費
等
５
８
７
万
８
０
０
０

円
を
計
上
し
、
全
額
を
青
森
県
市
町
村
振
興
協

会
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
収
益
金
市
町
村
交
付
金

の
活
用
を
見
越
し
た
措
置
と
し
て
い
る
。

討
論（
反
対
討
論
）

　

以
下
の
５
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

○
議
案
第
67
号　

平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

○
議
案
第
68
号　

平
成
26
年
度
む
つ
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
議
案
第
70
号　

平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
議
案
第
74
号　

平
成
26
年
度
む
つ
市
水
道
事

業
会
計
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

○
議
案
第
75
号　

平
成
26
年
度
む
つ
市
水
道
事

業
会
計
決
算

議
員
提
出
議
案

【
議
員
提
出
議
案
第
４
号
】

　

む
つ
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

【
議
員
提
出
議
案
第
５
号
】

　

年
金
積
立
金
の
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。今定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

市誠クラブ 公明・政友会 新生むつ 自民クラブ 一心クラブ 会派に属しない議員

佐
　
賀
　
英
　
生

東
　
　
　
健
　
而

石
　
田
　
勝
　
弘

上
　
路
　
德
　
昭

鎌
　
田
　
ち
よ
子

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

白
　
井
　
二
　
郎

山
　
本
　
留
　
義

斉
　
藤
　
孝
　
昭

濵
　
田
　
栄
　
子

冨
　
岡
　
幸
　
夫

浅
　
利
　
竹
二
郎

中
　
村
　
正
　
志

半
　
田
　
義
　
秋

村
　
中
　
徹
　
也

大
　
瀧
　
次
　
男

富
　
岡
　
　
　
修

佐
々
木
　
隆
　
徳

横
　
垣
　
成
　
年

工
　
藤
　
孝
　
夫

佐
々
木
　
　
　
肇

川
　
下
　
八
十
美

目
　
時
　
睦
　
男

村
　
川
　
壽
　
司

◆議案第 67 号 平成 26 年度むつ市一般会
計歳入歳出決算 認定 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 68 号 平成 26 年度むつ市国民健
康保険特別会計歳入歳出決算 認定 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 70 号 平成 26 年度むつ市下水道
事業特別会計歳入歳出決算 認定 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

◆議案第 74 号 平成 26 年度むつ市水道事
業会計利益剰余金の処分について

原案
可決 22：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

◆議案第 75 号 平成 26 年度むつ市水道事
業会計決算 認定 22：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

会派名
議員氏名

議案名

※○は賛成、●は反対。議長（山本留義）は採決に加わらない。（全議員 25名　採決対象議員数 24名）

◆議案第 60 号　新たに生じた土地の確認について
◆議案第 61 号　新たに生じた土地の字名について
◆議案第 62 号　財産の減額譲渡について（工場建設を計画
する企業に対して市有地を減額譲渡するためのもの）

◆議案第 63 号　和解及び損害賠償の額を定めることについて
◆議案第 66 号　平成 27 年度むつ市介護保険特別会計補正予算
◆議案第 69 号　平成 26 年度むつ市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算

◆議案第 71 号　平成 26 年度むつ市公共用地取得事業特別
会計歳入歳出決算

◆議案第 72 号　平成 26 年度むつ市介護保険特別会計歳入
歳出決算

◆議案第 73 号　平成 26 年度むつ市魚市場事業特別会計歳
入歳出決算

◆議案第 76 号　工事請負契約について（大畑町魚市場建設
第１期工事に係る工事請負契約を締結するためのもの）

◆議案第77号　定住自立圏形成協定の締結について（大間町）
（大間町との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事
項を定めるため、定住自立圏形成協定を締結するもの）

◆議案第 78号　定住自立圏形成協定の締結について（東通村）
（東通村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事
項を定めるため、定住自立圏形成協定を締結するもの）

◆議案第79号　定住自立圏形成協定の締結について（風間浦村）
（風間浦村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な
事項を定めるため、定住自立圏形成協定を締結するもの）

◆議案第 80号　定住自立圏形成協定の締結について（佐井村）
（佐井村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事
項を定めるため、定住自立圏形成協定を締結するもの）

◆報告第 27号　平成 26年度むつ市健全化判断比率について
◆報告第 28 号　平成 26 年度むつ市公営企業会計資金不足
比率について

◇議員提出議案第 4号　むつ市議会会議規則の一部を改正
する規則

◇議員提出議案第 5号　年金積立金の被保険者の利益のた
めの安全かつ確実な運用に関する意見書

→
全会一致で原案可決となった案件：8月26日採決
◆議案第 53号　むつ市議会の議決すべき事件を定める条例

全会一致で原案可決・承認となった案件および報告のみの案
件：9月10日採決　【採決・報告時不在 1： 村中徹也（議案第
64 号・第 65 号、報告第 26 号・第 29 号・第 30 号・第 31
号のみ）】
◆議案第 64 号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて

◆議案第 65 号　平成 27 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第 26 号　平成 26 年度むつ市一般会計継続費精算報告書
◆報告第 29 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 30 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 31 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 32 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 33 号　専決処分した事項の報告について（和解及
び損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第 34 号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 27 年度むつ市一般会計補正予算）

◆報告第 35 号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 27 年度むつ市一般会計補正予算）

全会一致で原案可決・認定となった案件および報告のみの案
件：9月18日採決　【採決時不在1： 半田義秋（議案第78号・
第 79号・第 80号のみ）】
◆議案第 54 号　むつ市工場立地法の規定に基づく準則を定
める条例

◆議案第 55 号　むつ市個人情報保護条例の一部を改正する条例
◆議案第 56 号　むつ市手数料条例の一部を改正する条例
◆議案第 57 号　むつ市営スキー場条例の一部を改正する条例
◆議案第 58 号　新たに生じた土地の確認について
◆議案第 59 号　新たに生じた土地の字名について

議会だより
２０１５．１０．２３

議会だより
２０１５．１０．２３



( 1 2 )( 1 3 )

  

主
な
質
疑
と
答
弁（
一
般
会
計
）

★
庁
舎
管
理
費
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
〈
Ｐ
Ｃ
Ｂ
〉

廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
）

○
質
疑　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
過
去
の
も
の
と
思
っ
て
い
た

が
、
平
成
26
年
度
の
処
理
と
な
っ
た
経
緯
は
。

○
答
弁　

平
成
22
年
度
の
旧
庁
舎
の
解
体
に
よ
り

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
含
む
蛍
光
灯
の
安
定
器
が

１
５
３
個
、
重
量
で
４
９
９
キ
ロ
グ
ラ
ム
発
見

さ
れ
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定

に
基
づ
き
平
成
26
年
度
に
処
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
処
理
年
度
は
県
の
処
理
計
画
に
お
い
て
当

市
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
が
26
年
度
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
本
会
計
年
度
で
の
処
理
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

★
就
労
自
立
給
付
金

○
質
疑　

給
付
金
の
詳
細
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

生
活
保
護
法
に
お
い
て
平
成
26
年
７
月

か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
制
度
で
、
生
活
保
護
を

や
め
た
後
の
不
安
定
な
生
活
を
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

今
年
度
の
支
出
は
３
名
で
、
生
活
保
護
を
や

め
る
前
６
か
月
の
稼
働
収
入
に
応
じ
て
算
出
し

た
31
万
円
余
を
給
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

★
墓
地
公
園
管
理
費

○
質
疑　

墓
地
公
園
の
残
区
画
が
１
６
７
と
少
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
増
や
す
計
画
な
ど
は

あ
る
の
か
。

○
答
弁　

墓
地
公
園
は
３
０
０
０
区
画
の
計
画

で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
の
整
備
区
画
が

１
８
７
７
区
画
で
そ
の
残
が
１
６
７
区
画
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
需
要
に
基
づ
き
年
次
計

画
で
整
備
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

★
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
費

○
質
疑　

利
用
者
数
と
利
用
の
内
訳
は
。
ま
た
、

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
だ
が
将
来
的
な
展
望
は
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
の
年
間
利
用
者
数
は

７
４
２
７
人
で
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
系
と
社
交
ダ
ン
ス
や

華
道
教
室
等
の
文
化
的
な
サ
ー
ク
ル
の
利
用
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
施
設
は
確
か
に
老
朽
化
し

て
い
る
が
、
修
理
を
繰
り
返
し
な
が
ら
多
く
の

方
に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
将
来
的
に
施
設

の
統
廃
合
を
検
討
す
る
と
し
て
も
代
替
施
設
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
使
え
る
限
り
は
利
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
鳥
獣
害
総
合
対
策
事
業
費

○
質
疑　

サ
ル
の
捕
獲
お
よ
び
処
分
の
状
況
に
つ
い
て
。

○
答
弁　

下
北
半
島
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
評
価
科
学

委
員
会
の
農
業
被
害
お
よ
び
生
活
被
害
レ
ベ
ル

に
応
じ
、
群
捕
獲
、
個
体
数
調
整
の
た
め
、
平

成
26
年
度
は
２
６
３
頭
の
捕
獲
を
県
・
国
へ
申

請
し
た
。

　
　

捕
獲
に
つ
い
て
は
む
や
み
に
捕
獲
す
る
の
で

は
な
く
、
悪
さ
を
し
た
サ
ル
を
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
度
は
67
頭
を
捕
獲
し
た
。

　
　

捕
獲
後
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
処
分
施
設
等
で
処

分
し
、
全
て
大
学
へ
検
体
と
し
て
提
供
し
て
い

る
。

　
★
大
畑
町
沿
岸
漁
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金

○
質
疑　

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
施
設
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

○
答
弁　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
が
結
果

が
思
わ
し
く
な
く
、
場
所
の
選
定
か
ら
再
度
や

り
直
す
予
定
で
現
在
は
中
断
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
　

今
後
、
漁
業
協
同
組
合
と
協
議
し
早
め
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業

○
質
疑　

市
で
橋
梁
や
道
路
等
の
点
検
を
実
施
し

て
い
る
と
思
う
が
、
ど
の
程
度
維
持
修
繕
工
事

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。　

○
答
弁　

点
検
の
結
果
に
基
づ
き
、
市
内
の
幹
線

道
路
で
あ
る
か
な
ど
現
地
を
調
査
し
た
上
で
実

施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
中
・

長
期
に
わ
た
っ
て
計
画
を
組
ん
で
整
備
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
と
な
る
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

★
生
徒
指
導
推
進
事
業

○
質
疑　

心
理
検
査
委
託
料
等
が
あ
る
が
、
事
業

の
概
要
は
。

○
答
弁　

児
童
・
生
徒
が
学
校
で
の
生
活
に
満
足

し
て
い
る
か
、
授
業
が
よ
く
わ
か
る
か
な
ど
を

質
問
紙
に
よ
り
問
い
、
各
学
校
に
お
い
て
分
析

し
、
充
実
し
た
指
導
が
な
さ
れ
る
よ
う
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

★
義
務
教
育
振
興
費

○
質
疑　

青
森
県
学
習
状
況
調
査
の
県
と
む
つ
市

と
の
通
過
率
の
差
で
、
小
学
校
５
年
生
は
県
平

均
よ
り
低
い
が
中
学
校
２
年
生
は
上
が
っ
て
い

る
の
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

年
度
に
よ
っ
て
差
異
も
生
じ
て
く
る
が
、

市
単
独
で
行
な
っ
て
い
る
学
習
状
況
調
査
の
ほ

か
、
県
お
よ
び
国
で
行
な
っ
て
い
る
学
習
状
況
調

査
の
数
年
分
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
市
内
の
児
童

生
徒
の
動
向
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

同
じ
年
度
で
も
全
国
の
学
習
状
況
調
査
に
お
い

て
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
ほ
と
ん
ど
の
教
科

に
お
い
て
国
の
平
均
を
超
え
て
お
り
、
決
し
て
不

安
を
抱
く
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

★
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
負
担
金

○
質
疑　

債
務
負
担
行
為
に
１
億
円
を
繰
り
出
し

し
た
経
緯
と
今
後
も
毎
年
繰
り
出
し
を
続
け
る

予
定
な
の
か
。

○
答
弁　

こ
れ
ま
で
は
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
の

診
療
所
の
不
良
債
務
の
解
消
の
た
め
の
繰
り
出

し
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
む
つ
総
合

病
院
へ
の
繰
り
出
し
を
開
始
し
た
。
今
後
の
繰

り
出
し
に
つ
い
て
は
大
畑
診
療
所
の
不
良
債
務

も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
予
算
編
成

に
お
い
て
一
般
財
源
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

計
画
的
に
返
済
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

★
歳
入
に
つ
い
て

○
質
疑　

地
方
交
付
税
が
前
年
度
よ
り
３
億
円
以

上
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

○
答
弁　

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
基
準
の
引
き
下

げ
に
よ
り
約
１
・
６
億
円
の
減
、
ま
た
、
地
方
消

費
税
交
付
金
や
市
の
固
定
資
産
税
の
課
税
額
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
基
準
財
政
収
入
額
が
２
・
１
億

円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
普
通
交
付
税
が

３
・
７
億
円
と
大
幅
な
減
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

○
質
疑　

た
ば
こ
税
の
減
収
の
理
由
は
。
ま
た
、

む
つ
市
に
本
店
の
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
パ
チ
ン
コ

店
の
た
ば
こ
税
は
ど
こ
に
入
る
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
答
弁　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
前
年
度
比

３
８
８
０
万
円
の
減
収
と
な
っ
た
が
、
人
口
減

少
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
に
よ
る
喫
煙
者
の
減

少
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
た
ば
こ
の
価
格
引
き

上
げ
に
よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

た
ば
こ
税
は
、
た
ば
こ
の
製
造
業
者
お
よ
び

卸
売
販
売
業
者
が
小
売
販
売
業
者
に
売
り
渡
す

際
に
そ
の
本
数
に
応
じ
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、

小
売
販
売
業
者
の
所
在
す
る
市
町
村
に
入
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
パ
チ
ン
コ
店
等
で
市

外
に
あ
る
本
店
が
一
括
購
入
し
、
市
内
の
チ
ェ
ー

ン
店
に
配
送
さ
れ
消
費
さ
れ
た
場
合
は
当
市
の

課
税
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　平成26年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の各決算等は、議
長および議会選出の監査委員を除く全議員で構成された決算審査特別委
員会（委員長：佐々木隆徳議員・副委員長：菊池光弘議員）で審査されま
した。このページでは、決算審査特別委員会での質疑内容等について、
その一部をご紹介します。
　決算審査特別委員会の審査結果は、一般会計歳入歳出決算、国民健康
保険特別会計歳入歳出決算、下水道事業特別会計歳入歳出決算、水道事
業会計利益剰余金の処分についておよび水道事業会計決算については、
それぞれ委員１名より反対討論がありましたが、賛成多数で可決・認定
すべきものと決定し、ほかの特別会計決算については、全会一致で認定
すべきものと決定いたしました。

決算審査特別委員会決算審査特別委員会 決算審査特別委員会での審査内容についてご紹介します。決算審査特別委員会は9月10日、11日、14日に開催されました。

決算審査特別委員会
佐々木 隆徳 委員長

「むつ市議会基本条例」の検証を行いました
　平成 25年 6月の「むつ市議会基本条例」制定以来、市民に信頼され活
動力と創造力のある議会を築くため、本条例の実践に向け全議員で取り
組んできたところでありますが、条例第18条に掲げた本条例の目的が
達成されているかの検証について、議会基本条例検討委員会を中心とし
て協議を行い、その検証結果をホームページに公表いたしましたので、
ぜひご覧ください。
【むつ市議会ホームページ】
 http://www.city.mutsu.lg.jp　のバナーから アクセスしてください
※評価の方法について、このたびは初めての試みでもあり、議会の内部評
価といたしましたことをご理解願います。

★一般会計

歳入額 歳出額 歳入歳出差引
331 億 6591 万 5839 円 326 億 114 万 3935 円 5億 6477 万 1904 円
※繰越明許費および事故繰越し繰越額を差し引いた実質収支（黒字）額は、２億 3920 万 8561円

★むつ市健全化判断比率

実質公債費比率 将来負担比率
17.3（25.0）％ 198.3（350.0）％

※（　）内の数字はむつ市の早期健全化基準を示す

  

主
な
質
疑
と
答
弁（
特
別
会
計
等
）

★
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

平
成
25
年
度
と
26
年
度
の
国
保
税
の
歳

入
の
差
額
が
２
０
０
０
万
円
ほ
ど
し
か
増
え
て

い
な
い
が
、
平
成
26
年
度
の
国
保
税
値
上
げ
に

よ
る
影
響
額
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

○
答
弁　

税
率
改
正
に
伴
う
保
険
税
の
影
響
額
で

あ
る
が
、
平
成
25
年
度
の
歳
入
決
算
で
、
１
人

当
た
り
の
金
額
が
８
万
９
７
７
９
円
。
そ
れ
に

対
し
平
成
26
年
度
は
９
万
５
４
５
３
円
で
１
人

当
た
り
５
６
７
４
円
の
増
と
な
る
。
こ
れ
を
平

成
26
年
度
の
被
保
険
者
数
と
か
け
合
わ
せ
る
と

１
億
１
２
４
万
円
の
増
と
な
る
が
、
国
保
税
の

差
額
が
増
え
て
い
な
い
の
は
、
被
保
険
者
数
の

減
少
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
捉
え
て
い
る
。

○
質
疑　

一
般
会
計
か
ら
５
０
０
０
万
円
を
法
定

外
繰
り
入
れ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
単
年
度
収

支
で
３
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
決
算
額
と
な

り
、
累
積
赤
字
解
消
の
た
め
の
繰
り
入
れ
の
主

旨
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
は
８
９
０
０
万
円
ほ
ど
の

赤
字
を
見
込
ん
で
い
た
が
１
３
０
０
万
円
程
度

の
赤
字
と
な
り
、
ほ
ぼ
国
保
財
政
健
全
化
指
針

の
予
定
ど
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

指
針
の
赤
字
解
消
に
お
い
て
は
２
回
の
税
率

改
正
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
の
税
率

改
正
で
は
激
変
緩
和
と
い
う
こ
と
で
、
そ
も
そ

も
が
不
足
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
ご
理
解

願
い
た
い
。

★
公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

補
償
補
て
ん
お
よ
び
賠
償
金
に
つ
い
て

具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

○
答
弁　

用
地
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
用
地
内

に
存
在
す
る
木
造
建
物
で
あ
る
旧
駅
舎
等
や
、

鉄
道
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い
た
際
に
用
地
内

に
存
在
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
工
作
物
等
は

民
間
会
社
所
有
の
財
産
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公

共
用
地
の
補
償
基
準
に
基
づ
き
、
移
転
補
償
お

よ
び
物
件
補
償
を
行
っ
た
も
の
。

★
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

○
質
疑　

家
族
介
護
慰
労
金
事
業
の
事
業
内
容
と

対
象
者
は
。　

○
答
弁　

家
族
介
護
慰
労
金
事
業
の
対
象
者
は
、

要
介
護
４
・
５
と
認
定
さ
れ
、
過
去
１
年
間
に
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方
を
介
護

し
て
い
る
家
族
に
対
し
慰
労
金
を
支
給
す
る
事

業
で
、
平
成
26
年
度
に
受
給
さ
れ
た
方
は
３
人

と
な
っ
て
い
る
。

平成26年度 むつ市一般会計歳入歳出決算ほか、
各会計決算議案を可決・認定

議会だより
２０１５．１０．２３

議会だより
２０１５．１０．２３



( 1 4 )( 1 5 )

●質問　公職選挙法の改正
で 18 歳から選挙権を付
与することが決まった。選挙管理委員会
委員長の認識について。

●答弁　学校教育から切れ目のない政治に
参画することになり、若年層の投票率アッ
プにつながるものと認識している。

●質問　新規の被選挙権者への啓発活動について。
●答弁　パンフレットの配布や模擬投票を実施し、
小・中学校での選挙出前講座を実施するとともに、
国や県の啓発活動の動向を注視していきたい。

●質問　新規有権者数について。
●答弁　1037 人で当市の全有権者数の約２％
となり、全国のおよそ２％と同程度となる。

●質問　選挙違反について
●答弁　県の選挙管理委員会や学校教育と連携を
図り、公開講座や出前講座を通じて啓発に努める。

　※ 上記のほか「桧川漁港の施設整備計画に
ついて」 の質問がありました。

●質問　公会計制度の見
直し、複式簿記・発生
主義会計の導入や基準の設定と情報公
開などに取り組む考えはないか。

●答弁　単式簿記では見えにくい資産、
負債といったストック情報の把握が可
能となることから、行政内部のマネジ
メント向上にもつながるため平成 28
年度を目途に検討する。

●質問　中・長期的な財政再建ビジョン
の策定をすべき。

●答弁　時代に即した真に必要な事務事
業の見極めに取り組みながら、最終的
には財政再建ビジョンの策定も視野に
入れながら全庁一丸となって取り組
む。

●質問　一次産業従事者確
保および一次産業拡大
についてどのような考え方を持ってい
るか。

●答弁　国の補助事業「ふるさと名物応援
事業」の採択を受けたので、ジェイアー
ル東日本企画（東京）と協力し、市の名
産品であるイカを使った加工品を首都
圏ショップで検証のために販売したり、
スーパーや観光業界の展示会などでＰＲ
するなどして、イカ加工品を手がける地
元中小企業の活性化を目指す。

●質問　水難事故防止のため海水浴場の潮
流を調査し公表してはどうか。

●答弁　関係者の話しなどを聞いて、各海
水浴場の潮流等を必要に応じて水難事故
防止のために施していきたい。

東　健而 議員斉藤 孝昭 議員佐賀 英生 議員

●質問　旧合併町村から引
き継いだ公共施設等の統
廃合について。

●答弁　今年度から施設経営室を新設、
平成 28 年度完成を目指し公共施設等
総合管理計画の策定に取り組んでい
る。

●質問　市民要望の強い（仮称）むつ市立
総合体育館新設経費等について。

●答弁　財源の見通しとの調整を大前提
としているが、東京オリンピックの開
催前、または、青森県民体育大会が下
北地域で開催される時期を目途に完成
させたい。

※上記のほか「下北医療センターおよび下
北地域広域行政事務組合に係る負担金
等について」、「市道浜通線の道路整備
経費について」、「むつ市人口ビジョン
（素案）について」の質問がありました。

●質問　学校図書館につい
て。

●答弁　むつ市の小・中学生は読書習慣
が定着してきている。引き続き学校図
書館の整備、充実に努める。

●質問　ＩＣＴ機器の配備状況について。
●答弁　むつ市の子ども達の益々の向上
のため、必要とされるＩＣＴ機器の配
備を検討する。

●質問　平成 27 年度の全国学力状況調
査のむつ市の結果について。

●答弁　小・中学校ほぼすべての教科で、
正答率が全国平均を上回っている。

●質問　避難道路としての（仮称）下北・
津軽半島大橋の建設について。

●答弁　将来にわたり継続して研究をす
べき事案と考えている。

※上記のほか「市役所職員の勤務体制に
ついて」の質問がありました。

●質問　むつ市まち・ひと・
しごと創生総合戦略（素
案）について⑴漁獲量の多い主産業で
あるイカ・サケの新たな商品開発等が
示されていないのはなぜか。

●答弁　地域産業の競争力強化事業の中
で包括的に取り組む。

●質問　⑵ジオパーク認定に向けた動き
について。

●答弁　小・中学校などで出前講座をやっ
てきた。ガイドブックは今年中に作成
する。民間の活動も増えている

●質問　⑶子育て支援の取り組みについて。
●答弁　中学生までの入院医療費の無料化も
行っている。夢を育む事業も行っていく。

●質問　恐山から関根橋地域の正津川林
道整備状況は。

●答弁　平成 27 年 11 月工事完了予定で
来年４月より開通予定。

浅利 竹二郎 議員岡崎 健吾 議員濵田 栄子 議員

●質問　ゴミ収集場所の現状を聞く。ゴミ小屋設
置に対し、環境、悪臭、町の美観の観点から、
むつ市はもっと責任を持って対処せよ。

●答弁　ゴミ集積場は 1588 か所。網をかぶせる
形の集積場は、旧むつ地区 106 か所、川内地区９か所。本町、
田名部町、小川町、横迎町、柳町、大湊駅前に多い。網をか
ぶせる形の集積場は直ちに改善に向かう状況にない。市とし
ても可能な限りこのような集積場の減少が望ましいと考えて
いる。集積場を利用する住民の方々で話し合って町内会を通
じて市へ要望・相談があった場合には協議・協力していく。

※ 上記のほか「スポーツ施設について」、「財政について」 の質問
がありました。

横垣 成年 議員
●質問　カーブミラーの設置の要望件数と年間設置数は。
●答弁　過去３年間の要望は、平成 24 年度 22 件、
25 年度 11 件、26 年度６件で、平成 26 年度末
の要望繰り越しは 27 件。新規の設置数は平成
24 年度６件、25 年度５件、26 年度は５件となっている。

●質問　サル被害の現状と対策は。
●答弁　サルの個体数が年々増大し、農作物被害が遊動域内の農
地で発生、また、人家侵入などの生活環境被害も発生。この
ような状況を受け市では、平成 27 年５月 29 日に施行された
第一次第二種特定鳥獣管理計画に基づき、今後は新型の電気
柵の設置など、対策の強化を図っていきたい。

※ 上記のほか「障害者支援対策⑴現在の障害者数⑵障害者を抱え
る家庭のケアについて」 の質問がありました。

菊池 光弘 議員

●質問　マイナンバー制
度における個人情報のセ
キュリティ対策について市独自の対策は。

●答弁　市独自の対応として、個人情報
を取り扱うシステムはインターネット
を介し不特定の外部とつながることが
できない仕組みになっている。システ
ムやサーバー等の情報を整理する端末
に対する外部からの攻撃を防ぐファイ
ヤーウォールやウイルス対策ソフトを
整備している。

●質問　地域包括ケアセンター等の名称
をわかりやすいネーミングに変えては。

●答弁　国が定めた地域包括支援セン
ターという名称も地域に浸透してきて
いると感じているが、なじみやすい名
称にという動きがあることは承知して
おり、今後研究していく。

※上記のほか「環境行政について」の質問がありました。

●質問　政治姿勢について
⑴自衛隊のある長として
憲法遵守と「安全保障関連法案」の所見
について。市民である自衛隊員家族の
生命、安全を守る立場から、この法案
に反対すべきだ。市長の認識はどうか。
憲法との関係から、この法案をどのよ
うに認識しているか。

●答弁　法案の賛否につきましては、地
方自治体の事務の範疇ではないと判断
されるところであり、市議会の一般質
問への答弁はふさわしくないと考える
ので差し控える。認識についても、現
在、国会において審議されているので、
議論の行方を注視する。

●質問　医師確保対策の取り組みと展望は。
●答弁　医学部進学コース設置を含めた
項目を付け加え要望活動を行なった。

●質問　基地のあるまちの
首長として、安全保障関
連法案についての所見は。

●答弁　国の専管事項に係る問題で、一
団体の長として答弁はふさわしくない。

●質問　安倍総理の戦後 70 年談話につ
いての所見は。

●答弁　戦後の節目に出される談話が多
くの国民に議論されることは平和な日
本を築くためにも意義のあるものだと
認識している。

●質問　近現代史について、小・中学校に
おける歴史教育の現況並びに次期学習指
導要領の改訂点と当市の目指す教育は。

●答弁　現行の学習時間も 25 時間増加
している。次期学習指導要領でも趣旨
の周知徹底を図り、社会の発展に貢献
する意欲を高めていく。

※ 上記のほか「環境行政について」 の質問がありました。

鎌田 ちよ子 議員工藤 孝夫 議員冨岡 幸夫 議員

○市民からの意見
　全国的に抑えている箱物が、むつ市は多いのではないかと思う。
○回答（総務教育常任委員会）
　担当課に確認したところ、公共施設の多寡は、市町村合併の
有無、重点的に推進すべき政策および財政状況等の違いから、
一概に他の地方公共団体と比較することはできないとのことで
すが、合併以降、旧市町村ごとに整備してきた類似の公共施設
が存在していることは事実であるとのことでありました。
　市では現在、平成 28年度の完成を目指し「公共施設等総合
管理計画」の策定作業中であり、議会としても施設の必要性や
地域の特性等を考慮し、議論していきたいと思っています。

○市民からの質問
　国道 338号線宇曽利工区の状況はどうなっているのか。
○回答（産業建設常任委員会）
　国道 338 号大湊Ⅱ期バイパスは平成 20年度から県が事
業に着手し、平成 26年度末の進捗率は、事業費ベースで
約30％、用地取得率は、１工区で 8％、２工区で 32％となっ
ており、今年度は、事業費1億 3000 万円で主に用地取得
の促進を図るとのことでありますが、市としては今後も県
に対し一日も早い全線開通を要望していくと聞いています。
○市民からの要望
　除雪と排雪の費用対策、融雪溝を造って排雪した場合の
検証を行い提示してほしい。

○回答（産業建設常任委員会）
　融雪溝の整備については、多大な時間と多額の費用を要するも

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)9 月 4日、7日、8日の 3日間で、11人の議員が一般質問を行いました。

議会だより
２０１５．１０．２３

議会だより
２０１５．１０．２３

のであり、また、堆積場として利用できる空き地が少ないため、頻
繁に排雪しなければならないことが、除排雪費用の増大につながっ
ているとのことです。堆積場の確保と併せ融雪溝整備の両面から、
除排雪費用の削減に向けて検討していきたいと聞いております。

○市民からの意見
　資源ごみの集団回収はむつ地区ではやっているが、ほかの
地区はやっていない。もっと広報して実施団体を募集すべき。

○回答（民生福祉常任委員会）
　資源ごみの集団回収については、ごみ収集カレンダー、市のホー
ムページ等で広報し、随時、受付はしています。町内会等の回収
希望団体と回収業者の条件が合えば実施することができますが、
回収量の減少、回収場所の除雪、管理者の確保など課題が多く、
むつ地区の回収団体も減少傾向にあるとのことであります。

○市民からの意見
　市民の方の参加が少ない。町内会にお願いするとかして幅広く集め
る工夫をしたほうが良いのではないか。また、昨年の意見・要望に対
して回答が出ているが、市民にフィードバックされているのはあるのか。
○回答（広報広聴委員会）
　今回はまだ２回目の開催ということもあり、町内会等に依
頼する形はとりませんでした。今回の結果を受け、広報のあ
り方も含め、参加者を増やす方法を検討してまいります。
　また、前回いただきました意見・要望に対しては、聞くだ
けの一方通行ではなく、一般質問で取り上げ議論したり各常
任委員会で協議することなどにより、少しでも市民にフィー
ドバックしていけるものと考えております。

　議会活動に関する情報公開を徹底し市民の意見を議会活動に反映させることを目的として開催しております「議会報告会及び市民との意
見交換会」では、市民の皆様からいただいたご意見・ご提言については、その意見等の内容により、各常任委員会等に振り分けして調査・
研究等を行い、今後のむつ市議会の議会運営に反映させむつ市の未来のための政策提言としていけるよう協議しております。
　今回は意見交換会でいただいた意見や要望に対する回答の一部を紹介いたします。なお、両日いただいた意見・要望に対する回答は、ホー
ムページで公開しておりますのでご覧ください。

第２回 むつ市議会議会報告会及び市民との意見交換会（５月28日・６月１日開催）で
  　　　　　いただいた意見や要望に対する回答の一部を紹介します



( 1 6 )

【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
９
月
10
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
９
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
９
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
77
号　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

に
つ
い
て（
大
間
町
）

Ｑ
４
町
村
全
部
と
で
は
な
く
、
一
部
の
町
村
と
連

携
す
る
こ
と
と
な
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

Ａ
ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
対
策
事
業
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ

バ
イ
ト
の
解
消
に
向
け
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

管
理
運
営
事
業
や
医
師
派
遣
事
業
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ
今
回
の
協
定
締
結
ま
で
の
進
め
方
は
。

Ａ
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る「
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要

綱
」に
則
っ
て
進
め
て
お
り
、
今
後
も
議
会
や
市

民
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

・
議
案
第
80
号　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

に
つ
い
て（
佐
井
村
）

Ｑ
協
定
内
容
の
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

の
診
療
体
制
の
充
実
の
中
に
医
師
の
派
遣
を
行
う

と
い
う
事
項
が
あ
る
が
、
実
際
に
可
能
な
の
か
。

Ａ
現
在
、
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
よ

り
歯
科
医
師
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
歯
科
医
師
だ
け
で
は
な
く
内
科
医
師
な
ど
の
派

遣
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
人
材
を
育
て
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
の
審
査
委
員
に
つ
い
て

 

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

 

・「
広
報
む
つ
」の
表
記
に
つ
い
て

 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

 

・
空
き
家
の
利
用
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
９
月
10
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
４
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
４
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
62
号　

財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て

Ｑ
企
業
が
新
た
に
土
地
を
購
入
す
る
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
。

Ａ
現
在
、
５
区
画
を
先
行
取
得
し
て
工
場
を
建
設

し
て
い
る
が
、
将
来
的
な
工
場
の
拡
張
等
を
見

越
し
て
隣
接
す
る
市
有
地
も
購
入
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
り
、
今
回
の
提
案
に
至
っ
た
も
の
。

 
・
議
案
第
63
号　

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ
過
去
に
売
却
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
軟
弱
地
盤

の
影
響
は
な
い
の
か
、
ま
た
、
今
後
売
却
し
よ

う
と
す
る
土
地
に
関
し
て
影
響
は
な
い
の
か
。

Ａ
こ
の
周
辺
に
は
ま
だ
建
物
等
が
建
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
周
辺
の
土
地
の
状
況
は
把
握
し
て

い
な
い
、
ま
た
、
今
後
売
却
す
る
際
に
は
今
回

こ
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
た
こ
と
を
考
慮
し

て
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
大
湊
上
町
の
市
道
整
備
に
つ
い
て

 

・
融
雪
溝
に
つ
い
て
・
除
排
雪
に
つ
い
て

 

・
各
種
工
事
後
の
道
路
復
旧
に
つ
い
て

 

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 

・
ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

 

・
安
渡
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

 

・
川
内
地
区
の
熊
野
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去
に
つ
い
て

 

・「
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
わ
き
の
さ
わ
」に
つ
い
て

 

・（
仮
称
）田
名
部
ま
ち
な
か
団
地
建
設
用
地
取
得

に
係
る
附
帯
決
議
後
の
状
況
に
つ
い
て

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
９
月
10
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
３
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
56
号　

む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

Ｑ
再
交
付
に
係
る
手
数
料
は
全
国
一
律
な
の
か
。

Ａ
原
価
相
当
分
と
し
て
国
か
ら
通
知
カ
ー
ド
は

５
０
０
円
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
８
０
０
円
と

い
う
基
準
額
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
は
こ
の
金
額
で
設
定
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

 

・
議
案
第
57
号　

む
つ
市
営
ス
キ
ー
場
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

Ｑ
於
法
岳
ス
キ
ー
場
廃
止
に
つ
い
て
の
住
民
説
明
会
で

市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
「
拙
速
で
は
な
い
の
か
。」、「
周
知
方
法
を
工
夫

し
利
用
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。」と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
廃
止
す
る
こ

と
に
一
定
の
理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
ス
キ
ー
場
廃
止
後
の
跡
地
利
用
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
現
在
の
と
こ
ろ
利
用
計
画
は
定
め
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
な
お
、
今
後
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
際
に
は
、
市
民
が
納
得
で
き
る

よ
う
に
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
要
望
し
た
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
ア
ッ
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
へ
自
己
搬
入
す
る
ご
み

の
基
準
等
に
つ
い
て

 

・
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

平
成
25
年
６
月
の
「
む
つ
市
議
会
基
本
条
例
」制

定
に
よ
り
広
報
広
聴
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
反
映
す
る

た
め
に
「
議
会
報
告
会
及
び
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」

は
２
回
開
催
（
16
会
場
）し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で

の
ご
意
見
や
ご
提
案
は
担
当
の
常
任
委
員
会
等
で
調

査
、
行
政
側
と
も
協
議
し
、
ま
た
一
般
質
問
等
で
取
り

上
げ
る
な
ど
、
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
議
会
だ
よ
り
も
３
回
目
の

発
行
と
な
り
、
議
会
活
動
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
世
界
情
勢
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
お
い
て
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
一
人
一
人

が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
む
つ
市
を
願
っ
て
、
今

期
最
後
の
議
会
だ
よ
り
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　0175-22-1111
【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　中村 正志　○副委員長　上路 德昭
　目時 睦男、佐賀 英生、濵田 栄子
　富岡 　修、菊池 光弘、岡崎 健吾

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１５．１０．２３
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